











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































8 10（17．9） 33（58。9） ！1（19『6） 2（3．6）
9 2（3．6） 10（17．9） 44（78，6）
10 29（51，8） 22（39．3） 4（7．1） 玉（1．8）
11 31（55．4） 20（35．7） 4（7，1） 1（1．8）







































? 36 11 6　　　　　　1
2 王7 12 15 10
3＊ 41 9 1 2




8 14 12 10 18
9＊ 36 9 6 2
10 41 9 4


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1．〈形（動）の〉述 5 7 0 5 2 1 20
2．用〈形（動）の〉述 0 1 0 0 1 0 2
3．主く形（動）の〉述 1 1 0 0 1 0 3
4．主　用く形（動）の〉述 0 0 0 1 0 0 i
5．副詞による慣用的表現 0 3 0 0 1 0 4



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3。2　判定要求の表現 No．3 NQ．12 No。16
1．述 17 32 22
2．用 述 14 6 14
3．用　用 述 5 5 3
窃用　用　用 用 述 1 0 0
5．主述 7 37 7
6．主　主述 0 Q 7
7．霊 用 述 H 韮5 3
8．主 絹 用　述 2 0 0


































































































































































































































































































































































































































；：欝劉 109 6重 1正4 100 H2 59 555
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に型の他の
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??????
計
全 合 計
129
（81）
（48）
　3
　2
　0
72
（20）
（52）
　0
　1
　0
18
（1）
（17）
　o
　o
　o
4i　18
11　2
01　5
01　4
11　O
??（?
i一，
〟|lllo2，．1．．．．．？．g．．
…い6・巨34
65
（33）
（32）
　0
　1
　0
62
（29）
（33）
　1
　2
　1
? ??
35　1　381
（4）［　（168）
（31）1　（213）
ol　4161　61
61　，1
??、?3? ?
f．Z．”ig，　67．L．一4．“　437
i67　1　i7g　i　ioo　1　gg2　i’i
注1．未分化的な表現とやや分化した表現とは，連続してあらわれることも多い。た
　とえぽ，「ユー　ソウデス」「ソウデス，エー」「ハイ　ソウデス，　＝一」のように。
注2。述語が同じ形式で繰り返されてあらわれることもある。たとえば，「ソウ　ソウ
　ソウ」rソウデス，ソウデス」のように。
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＜この表現の典型＞
　4・1〈応答詞の〉独立語
4・2　（主語（．、））一（用修語）一〈飼藤答を表わす形式の〉述語
5　各表現の典型一覧
　1　詠嘆表現の典型
　　1・1　〈感動詞の〉独立語
　　1・2　（主語（ハ））一一（用修語）一〈形容（動）詞の〉述語
　2　判叙表現の典型
　　2・1．（主語（ガ・ハ））一（用修語）一述語
　　2・2　（主語（ガ・ハ））一（用修語）一述語かカナ．カシラ
　3　要求表現の典型
　　3・1　（主語（ガ．ハ））一（選分語）一述語恥チ・ダ蒔・デ・；　．s。ジャナイ（ノ功）
　　3・2　（主語（ガ．ハ））一（用修語）一述語（動
　　3・3　（主語（ハ））一（用修語）一〈判定要求の形式の〉述語，一（独立語，）
　　　　　　　一（用修語）一〈判定要求の形式の〉述語
　　3・4　（主語（ハ））一（用修語）一〈不定詞を含む〉述語（秀）
　　　　　（主語（ハ）一（用修語）一〈不定詞を含む〉学修語一述語（ヨ）
　　　　〈不定詞を含む〉主語（ガ）一（用修語）一述語（S）
　　　　〈不定率を含む〉主語（ガ）一（用修語）一〈不定詞を含む〉用修語一
　　　　　　　述語（あ
1：：｝（主語（か・・）一（用修語　す形式の〉述語）一くすすめ．希求噸轍鞍わ
　4　応笛表現の典型
　　4・1　〈応答詞の〉独立語
　　4・2　（主語（ハ））一（用修語）一〈応答を表わす形式の〉述語
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おわりに一反省一
　報告書の記述を終えて，山霧されることを書きとめておくことにする。
　ユ．　この研究は文法論的考察を土台とすべき仕事で，一応，そういう順序を
：取って進めたが，これtこ富豪を費やすことが大きく，使った時間のわりに，成
果が少ないという印象を，報告書の上では，防ぎえないかもしれない。そこか
らlil発すべぎところが，結果となっているという観をなしているところもあろ
う。むしろ，考察の過程をより積極的に記述する方が，有意義であったかとの
反省ももたれる。　　　　　　　　　　　　　　「
　しかし，なお，文法論的考察が十分に尽くされたとは言えない。なお未熟に
とどまり，それが文の認定を中途半端な処置に終らせたり，構文の分析・整理
において，基礎的問題の解決に不十分のうらみを残したりした点のあることが
反省される。すなわち，文の認定はもっと技術的操作に徹する方がよかったか
とも思われるが，そのためには，文法論的考察を尽くした上で，そこから技術
的操作のしかたをきめることが望ましい。どちらも不十分であったと思われる。
構文については，後述する。
　2．文法は一般に音声要素を捨象して考えられているが，われわれは，一般
的な考え方の一部を改めて，文法研究にも音声要素を参与させるべきだと考え
て，まずイントネーションを取り上げた。しかし，音声要素の参与しうる限界
というものについて，必ずしもはつぎりした見通しをもたずにとりかかって，
摸索的に作業を進めたところがあった。今になって，その限界もある程度おぼ
ろげに見えてきたようであるが，ここまでの仕事は十分に能率的ではなかった。
しかし，この点の考察は，なお進められなければならない。これは「話しこと
ばの：文法」の，基本的な問題の一つであると思われるからである。
　3．表現意図・構交・イントネーションの総合としての文型は，H標であっ
たが，一つの試みとしての，小規模な作業による簡単なものを示すにとどまっ
た。これは当初の計画によるものではない。一応，仕事のしめくくりをつけよ
うとして，この形を取ったが，・さらに総合的文型について詳しく明らかにする
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文型研究の発展が，今後に残されている。
　4．待遇表現は一応問題にしないことにしたが，特に詣しことばとしては，
この問題を無視することはできない。また，文法上，特に構文の問題としても
重要である。今後のこまかい調査を要する。
　年齢別・性鋼その他の諸要因のはたらきかたについて竜，岡様である。
　5．表現意図の複合は，原則として，認めなかった。しかし，部分的をこは複
合を認める必要の起ったところがある。この聞題もなお考察の必要がある。
　6．構文については，文法研究の現段階が，文型を明らかにするという立場
からは，基礎的な研究の積み重ねを必要とする段階であるので，全体的な把握
を目ざす作業セこは多くの困難を伴う。
　述語を「自動詞」　「他動詞1」　「他動詞2」　f形容詞・形容動詞」　「名詞」
「副詞」と分けたが，「自動詞」ど「他動詞1」とを一括し，「副詞」は「形
容詞・形容動詞」と合わせることも可能であろう。
　一次の部としての体言的修飾語・副詞的修飾語。述語の配列・組み合わせを
調べたが，基礎的に，まず，体言的修館語と述語との関係，副詞的修飾語と述
語との関係を十分に明らかにすべきであったろう。
　格の種別と識別にも問題がある。部の格，句の格を立てたが，対体言絡・乱
用書証などを立てることもできよう。「記しく咲く」「りっぱにやってのけた」
などを句と扱ったカミ，これらを副詞的修飾格と同等に取り扱う立場もあろう。
主格と扱うか，体雷的修飾格と扱うか，副詞的修飾格と扱うか，それらの間の
区別にも異論があろう。格助詞などを，構文の立場で，どの程度に細分すべき
か，これについては大体の考察にとどまり，細密な調査を行なうゆとりがなく，
詳しくはな：お今後に残された。
　部の交換の自由，不自由のことは，今後の研究の進展のための足がかりとし
て，大まかな線を示したにすぎない。
　7．　イントネーションについては，結論になお不安・迷いがないではない。
さらに今後，吟味を加えたい。
　イソトネーシ。ソに関する実験的調査は，準備が不足で，結果のまとめ方・
生かし方も不十分であった。実験の結果についての見通し，実験をどう役立て
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ようとするかの態度を十分はっきりさせずに取りかかった不用意が，反雀され
る。
　実験的調査についての不備は，イントネーションに関することだけでなく，
表現意図に応ずる発話の実験的調査においてもあった。
　なお，イントネーションとして把握した以外の音声要素，たとえば，プロミ
ネンス・模写・音象徴・節奏などといわれるものについての見解を，今後いっ
そうたしかにし，それとイントネーションとの関連をはっきりさせていくこと
が，イントネーションの把握のためにも，必要である。
　8．作業過程における技術上の問題で反省されることは多いが，特に取り上
げるべきことは，資料の文字化から，資料定本・決定カードの作成の過程にむ
だの多すぎたことである。これは，主として，録音資料の聞き取りのむずかし
さによるものであったが，聞き取りのむずかしさというまぬがれがたい一般的
な条件のもとで，今後はもう少し賢明な技術的処理のしかたを考えなければな
らない。
　以上，この研究の進行・結果をふりかえって当面の反省を述べたが，さらに
全体的lfこ，特に総合的：文型ということを目標とした新しい方法による研究であ
ったため，作業計画の見通しも当初において十分でなく，そのために作業が十
分能率的に進められなかったこと，また，共同研究としての進め方にも完全で
ない点のあったことなどが反省される。これらの経験も今後に生かしたい。
　なお，このほかさらに，根本的なことについて考えさせられるものがある。
　すなわち，われわれの当諭の目標である交感研究は，「話しことばの文法」の
研究というわれわれの大きな課題と，どのようにかかわりあうものであるか，
大きな課題への途上でどういう位置にあり，どういう役割を果たすものか。そ
の点の見通しをもっとはっきりさせることが，ぜひとも必要である。文型研究
の作業計画も方法も，それにもとづいてきめられるところが多いが，その点へ
の考察と準備がわれわれにおいては十分でなかったと反省せざるをえない。今
後さらに考えていかなければならないところであるG
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　　　　　　　1957年
熱血窪類研繍歎の型英雛育・・一ズ・・957年
灘藩文型によ調法勃融・958年
永野　　賢　　学校文法概説　1958年
盤久閲　鼎　　日本音声学　1929年版
期一雨a訟綱と醐二二ソ・・。・第・篇・933年
大西雅雄　　教育音声学　1936年
耳艮部　　四郎rs　　　　音声学　　1951孟界
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（77）
（78）
（79）
土居光知　　日本音声の実験的研究　1955年
平凡社干1　音楽事典（「ピ。テレコ畷一」の項）エ956年
量溜㌦織静瀧哩英；護糖シ・一ズ…958年
（80）
（81）
（82）
（83）
（84）
（85）
（86）
（87）
（8S）
（89）
（90）
（91）
（92）
（93）
（94）
（95）
（96）
（97）
H．E．　Pa1血ev　AGrammar　of　Spok：en　Engli曲1924年
M．　Schubiger　The　Role　of　lntonation　in　Spoken　English
　　　　　　　　1935年
OJespersen　　Analyti　c　Syntax　1937年
H、R．　Stekoe，　M．A　　The　Understanding　of　Syntax　1937年
Jensen：　Schmitz：　Thoma　Modern　Cornposition　and　Rhetoric
　　　　　　　　　　　　　　　1941年
K．L．　Pike　　　Elnglish　In℃onation　　1942年
C，Morris　　Signs，　Language　and　Behavior　1949年版
C．C．　Fries　　　The　Structure　of　English　1952年
A．S．　Hornby　A　Guide　to　Patterns　and　Usage　in　English
　　　　．　　　1954年
躍e1顯注　Hi・t・・i・al　O・tli・…f　E・gl圭・h　S・nt・x・956年
M．Schbiger　　　English　Int◎nation　1958年：
　　　　　　　　　　　〈以上単行本，以下論文〉
中村　通夫
伊佐皐敦子
遠藤嘉基
金田一春彦
大石初太郎
西尾　　実
芳賀　　繧
談話のことばと放送のことば　邦語生活　第2号　1951年
はなしことば序　國三民文第22巻第3号1953年
話し言葉と書き喬葉　言語生活　第21号　1953年
日本語〈文法〉世界轡語概説下1955年
話し雷撃とその研究　国語学第24輯1956年
ごとばの生態的考察　国語学第24輯1956年
‘‘bしことば，，‘‘書きことば　　文学論藻第10号1958年
（98）　　封艮・部　　四良ls 具体的二部単位と抽象的雨露単位　＝トバ　復耕第2巻
第12号　　1949年
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（99）　泉井久之助
（100）大石初太郎
（101）　賑部　四郎
（102）　池上　顧造
（103）　　【茨倉　　蛮奪義
（104）　山本　俊治
（105）　　｝霧ξ原　　与」一
（106）　由本　俊治
（107）　桑原文治郎
（1G8）　長照　久男
（109）　田口　孝之
（110）　田辺　正男
（111）　宮地・敦子
（112）浅野信
（113）　壇内松三ほか
（114）　三尾　砂ほか
（115）　神保　広至
語順の原理　国語国文第24巻第8号1955年
話しことばと書きことば　講座現代國語学班　1958年
意味に関する一考察　嘗語研究第22・23号1953年
「はい」と「いいえ」　国語国女　負奮21巻第8号　1952年
「対話」一戯曲のことば一　国語国丈　第23巻第11号
1954年
対話の蓑現法一大阪方言を素材として一　　武庫li二子大学
紀要　第2集　1955年
対話の交末の「よびかけことぽ」　広島大学文学部紀要
第9・7」一　1956磯三
対話表現法研究試案　国文学放第18号　1957年
：文と文とのつながりに関する考察　島根県国語教育研究会
研究紀要1　1957年
対話における単位の考え方一倒置の衷現をめぐって一・一一
論究日本：交学　第9号　1958年
談話文に関する発達心理学的研究　福島大学学芸部論集
第9号の3　エ958年
旬点を超える一つの場合　国語研究　第8号　1958年
うけこたへ　園語学第39輯1959年
「基本文型」の問題一文型と交体と一　コトバ　第3巻第2
暑　1941年
　特輯日本語の基本文型　コト！ミ第3巻第2号
　1941年
　共同研究基本文型への手がかりコトパ　第3巻第2暑
　1941年
基本文型に．ついて　圏語　第3巻第1号　1949年
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（116）　　松下　　　　」學二
（117）　加藤十久雛
（118）　永野　　賢
（119）　三上　　章
（12G）　　pli沢　　敢左脚
（121）　鳥山　榛名
（122）遠藤　嘉基
（123）　　遠珪嚢　　嘉基
（124）　　白Z了　　大二
（125）　杉山　栄一
（126）　水野　　憲
（127）　泉井久之助
（128）　　樺｝｛）一　！［1L夫
（129）　木原　　茂
（130）　　酒室、島r　這ヌヲミ
（131）　絶島　忠夫
（132）出口正
（133）　　寓丞麿　　　　者谷
（134）　　進藤　　正ヲ部
日本語基本文型試論　静岡大学承育学部浜松分校研猶三報
5晒5年
薄型に関する一考察　需語研究　第29勢1956年
基本：文型　目本文法講座5　1958年
基本：文型　国語教育のための国語講座5　1958年
文法教育の体系と方法　（小学校）国語教育のための国語講
座5　1958でド≧
文型指導の諸問題　ことばの教育第106号　1958年
文型教育について　ことばの三脚　第106号　1958年
：文法　コトバの科学7　1958年
蠣蠣詞の志州ら叛た噺の文型難臨糖
No．11　　1959ゴfド
文章法に就いて　現代田本語の研究　1942年
センチγスの定轟こ関する一考察一言語哲学的立場より一一
学苑　第14巻第10号　1952年
否定表現の和風一一つの意味論的分析一　国語国文　第22巻
第8一号　　1953年
：文の長さについて　国語学　策15輯　！953年
：文の表現効：果とその構造　　広島女子短期大学研究紀要　第
5餐ミ　1954柔｝乙
文の構造について　闘語国文第23巻第3号1954fif一
倒置法の一効果一一rStの要素の分凝より一　口語国文　第23巻
第12一琴｝　　！954｛昇
文法論における「文」　茨城大学交理学部紀要（人文科学）
舞『ジ4死｝　　1954歪ド
いわゆる文の性質上の種類の原理とその発展　照語国文
第23巻第11号　王954年
「場」による「文」の分類について　山口女子短期大学研
究報告　第3号　1954年
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?????????????
????????
????
? ?? ，
??????????
???????????? ?????? ??????
謂はゆる対等の関係にある僧門について　国語研究　第
3号　　1955f，ll
文表現の分類　解釈と鑑賞　第20巻第6こ口1955年
文末の構造とその類型　立命館交学1955－5　1955年
疑問…耀をめぐって魍語園三門25渤写9号1956年
Aspect論　帝塚山短期大学年報　第4号　1956年
近代東京語質問表現における終止形式の考察　國語学
第25輯　1956年
日本語における省略法の研究　文学論藻　第4・6号
1956。7翁三
命令表現をめぐる破格表現について　武蔵野文学第4集
1957年
置と華甲文　国語国文第27巻第5号1958年
「達用修飾語」について一補充語と「客語」とを中心にして
｝　山口女子短期大学研究報告　第10号　1958年
玉響成　続日本文法講座1　1958年
β本語のシンタクス　講座現代国語学ll　1959年
はなしことばの文　薔語生活　第90号　王959年
現代婦人語の終止表現について国語研究第1号1952年
文の陳述性について圏語国文　第21巻第9号　1952年
陳述の性格と助動詞の表現性　国語学第6輯1953年．
叙述と隅ミ述　 国語学　第13・14輯　1953年
「陳述度？」　国語学第17輯　1954年
陳述とは何もの　国語国文第23巻第4号1954年
詞と辞の連続e非連続の問題　国語学第19輯1954年
下の形態論的性格　国語圏交第25巻第9号1956年
辞の連続　国語学第33韓1958年
詞の連続　国語魍文　第27巻第11号　1958年
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（158）　　松村　　　　明
（159）　　森重　　　　敏
（160）　永野　　賢
（161）　金田一春彦
（162）　　藤原　　与一
（163）　村内　英一
（164）　　青フ1く　　伶子
（165）　中西　宇一
（166）　　神，喰寺　　武彦
（167）　宮地　敦子
（168）　　佐言台　　圭……三
（169）　　蕩貸出　　逸夫
（170）　石井　光治
（171）　藤原　与一
（172）　　宮∫也　　　　裕
（173）　　輝輝　　伶子
主格表現における助詞「が」と「は」Q問題　現代日本
語の研究　1942年
応答詞とその分化　国語国女第21巻第2号1952年
表獄法の開一欝の隅隅lてτ金剛魁古
稀記念言語民俗論叢　1953年
不変化助動詞の本質（上・下）　国語国交第22巻第2・3
号　　1953｛ド
日本語表現法の文末助詞一その存立と生成一眠語学第11
輯1953年
文末助詞の考察　和歌山大学学芸部（人交科学）紀要皿
1953年
主語承接の「は」助詞について　国語と国丈学第31巻第
3号　1954角三
不定詞の分類　IT語国文　第24巻第12号　1955壬詳
β本語表現法上の文末助詞「ノ（ノー一）」一交末の卓立音調
一　　国女学致　　翁答15号　　1956年
誤用一「ガ」を中心として一一一一　国語國：文　第25巻第1号
1956年
終助詞の機能　鼠語国文第26巻第7号1957年
国語「～は」「～が」と英語の表現英：文法研究第1巻
第10号　1958年
英米人のみた格助詞「は」　「が」　英交法研究　第2巻第
3号　＝L958壬1三
馬鐸「文末助詞」（：文末詞）の研究について　方君研究年
報第1巻1958年
文末助辞と質問の昇調　灘立國語研究所論集王　1959年
国語主格形式究明への問題点　共立女子短期大学部紀要
第3号　1959年
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（174）　金田一春彦
（175）　　石垣　　幸雄
（176）　楳塩　　実
（177）　楳壇　　実
（178）　楳垣　　実
（179）
（180）
（181）
（182）
〈183）
（184）
〈185）
（186）
（187）
（188）
（189）
（190）
闘中　章夫
阪倉　篤義
田中　健子
外目　映次
茂中　　進
大西　雅雄
豊田　　実
胆部　四郎
服部　四郎
服部　四郎
金田一春彦
渡辺　　実
日本語動詞のテンスとアスペクト　名古屋大学交学部研究
論集X文学4　1955年
現代日本語の受身　名古屋大学会報13（別冊）　エ958年
麟麹時」の考筋・劾訪歎灘F究第・綿
1号　1958年
麗姦胤の裁か劾訪歎法研究第・翻
5号　1958年
踏嚢「様態」と「緋鯛欺蘭究第・巻獅号
1958年
近代東京語命令表現の通時的考察　国語と国文学　第34巻
第5号　　1957f・ff・
上代の疑問表現から　国語国文　第27巻第11号1958年
疑問蓑現形式の史的変遷一会話交を中心として一　文学・
語学　第1号　1958年
質問表現における：文末助詞「ゾ」について　國語学第
31彗舜　　1958発三
三正表現における否定辞「な」をこついて照語学第32輯
1958年
視敷法踊三法蕪簾記念融集・9・・年
日英語比較音声学　英米女学語学講座　1944年
異体一書語単位と抽象的雷語単位　コトバ　復刊第2巻第
12号　　1949｛1三
文節とアクセント（1）（2）方需と民俗　第3・4号1949年
メンタリズムかメカニズムか？　三栄研究第19・20号
1951年
コトバの旋律　国語学　第5輯1951年
象徴辞と自立語一音と意味（1）一　国語国文　第21巻第8号
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（191）　渡辺　　実
（192）　土居光知ほか
（193）　　安倍　　　　勇
（194）　安倍　　勇
（195）拠上　　蒙
（196）　　月1上　　　　繋
（197）　　月i」二　　　薬
（198）　　安倍　　　　勇
（199）　MntL　Y．g’
（200）　大石初太郎
（201）　黒木総一郎
（202）　寄原　健吉
（203）　　吉t尺　　夢LL男
（2e4）　K．　L．　Pike
（205）　K．　L．　Pike
（206）　W．　Jassem
（207）　　浅里予　　　　信
（208）浅野
1952年
音と意味（序説）　・一蓑情衷現の破壊力と知的形式の抵抗力一
国語岡文　㌶23巻第11号　1954年
　オッシログラフによる日本語アクセントの研究　　H本
学＝1＝：院紀要　第12巻第1号　1954年
イントネーションの論理と心理　音声学会会報　第88号
1955臼：二
英語イントネーションの記述法　音声学会会報　第90号
1956年
昇降調の三種　音声学会会報　第92号　1956年
：文頭のイントネーション　園語学　第25輯　1956年
準アクセントについて　国語研究　第7聾1957壬F
日；本語とプロミネンス　音声学会会報第94号1957年
東京語の卓立強調の音調　躍語研究　第6号1957年
プロミネンスについて一東京語の観察にもとつく覚え需一
国立国語研究所論集1　1959年
聴覚の心理学　現代心理学大系151957年
発音の物理　コトバの科学6　1958年
ソナグラブによる音声研究について　翻語研究　第9母
1959・｛，F　・
　　　　　　〈補＞
IntonaSL：on　of　American　English　1943t－k一一
Tone　Languagthvs　！948’＝’i£
Intonation　of　Conversa’tional　English　195．P．fLp
交成立における根対性　国語研究第8号1958年
「日本文法学」の「：文」　国学院雑誌　第61巻第4号
1960年
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事項索引
???
あいさつ
この索引は，本書の中のおもな事項を五十音順に示したものである。
人名・交献名は省略した。
関連項羅は，2か所にわたって出ていることがある。
数宇は，ページ数を示す。
〔ア〕行
　～ことば
　わかれの～
摺手
アクセント
　～形式
＠型類
言いかえ
暑いさし
　～の蓑現
言いなおし
　～文を含む交
移行態
意志の表現
一次の部
　～の認定のしかた
一tﾊ的表現
一般的表現意図
意騒
　～表翼
　～表現音調
　　　　　エ31
　　　　　工45
　　　　　131
　　　86，　87
　　　59，　253
　　　　　253
257e－259，　272
　　　　　80
　　　62，　63
　　　　　58
　　　　　40
　　　　　82
　　　　　94
　　　　　1e4
150一一154，　168
　　　　　152
　　　15N16
　　　　　15
58
　　　　　　　44，　277，　278，　279，
　　　　　　280，　281，　282，　283，　284，
　　　　　　285，　286，　287，　288
　～表現成分　　　　　　　　　　44
　質問をあらわす～　　　　　　　　63
　表現者の～　　　　　　　　　　44
意味　　　　　　　　　　　　　　84
｛衣頼　　　　　　　　　　　　　　　　　　119，　121，　123
338
入子型構造　　　　　　　　　　　139
インテソシティ　　　　　　　　　250
イントネーション　7～8，20，250，327
　～記号　　　　　　　　　　　　268
　～5種　　　　　　　　　　　　260
　～素　　　　　　　　　　　　255
　～と表現意図とのからみ合い
　　　　　　　　　　　　　286n－288
～と「文型」との関係
～の型
～の実演林料
～の実験テキスト
～の実験的調査
～の種類別集計
～の取り扱い
詠嘆表現と結びついた～
応答蓑現と結びついた～
句末の～
質問的表現と結びついた～
判叙墨画と結びついた～
褒現意図と～との関係
文頭の～
交末形式と～との相関
文末の～
命令的表現と結びついた～
受け
受身
詠嘆表現
273”一274
　　　16
　　263
　　261
　　261
　　269
　　291
277N278
284”一285
　　250
280一一284
278一一一280
　　275
　　250
　　285
　　25e
283”一284
　　　65
　　　98
88，　89，　126，　292
　～と結びついたイントネーション
　　　　　　　　　　　　　277・～278
おツクス
X－questi◎n　　　　　　　　　　　　　69
エンファシス　　　　　　　　　　250
応答言司　　　　　　　　　　　　65，　66，　126，　320
　～丈　　　　　　　　　　　　　77
　感動詞や～の音調　　　　　　　260
　語的類型を持った～　　　　　　128
応答蓑現　　　　　　　　　　　　65，　66，　88，　89，
　　　　　　　　　　126，　127，　320
　～と結びついたイントネーション
　　　　　　　　　　　　　284～285
押さえの表境　　　　　　　　　65～66
音声婆素　　　42，　84，　85，　250，　325，　327
音調　　　　　　　　　　　　　　84
　～の型　　　　　　　　　　　57，251
章草表現～
感動詞や応答詞の～
しり上がりの～
しり下がり～
卓立表現～
附潴的～
附力舶毎卓立表現～
〔カ〕行
係り幼詞
可外生
　不～
絡
　～の種別と識胴
　～の認定
格助詞
確認
確認要求の蓑現
過去
可能
緩急
277，　291
　　260
　　251
　　254
　　279
　　277
　　278
145，　178，　202
　　　71，　75
　　　　　71
　　154一一168
　　　　　326
157，　162，　164
　　　　　211
　　　67，　68
　　109，　305
　　　　　99
　　　　　98
　　　　　252
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溝語動詞的な名詞
勧奨
感情
間投詞
　文頭の～
感動詞
　～交
　～や応答詞の音調
　語的類型を持つ～
　声的～
間投助詞
勧誘
慣用句
慣用的表現
完了
機繊による音声の分析
聞き取り
　　　　　254
　　　　　119
　　　　　60
　　　　　54
　　　　　65
65，　126，　292
　　　7Z　247
260，　272－273
　　　　　91
　　　90，　292
　　　　　145
　　　　　119
　　　　　151
　　　　　293
　　　　　93
　　　23’一24
　　　（聴覚）と機械的分析（物
理的分析結果）との対応関係
要求
　～の表現
基本文型
　文型と～
翠玉
疑問調
疑問兆候
　～の蓑現
強弱
強調
　～の型
共同作業?
　　　　　　　264
119，　121，　122，　123
　　　　　　　103
　　　　　　　　19
　　　　　　28n一・19
　　　　　　　107
　　　　　　　115
～であるかどうか
～と句との開係
～の格
～の格かどうか問題になるもの
～連結
　　131
84，　252
　　　60
　　251
　　　64
144，　155
　　156
　　168
155，　15B
166
155
句末のイントネーション
くり返し
　～褒現としての交節または文節
　連結を含む交
　～表現の一つごとの文
形（「形容詞」の略）
形式
形容詞
　～・形容動詞文
形容動詞
　へ・と名詞
　～のついている連部
　～交
　名詞と～との問題
形容（動）詞
　～類による表現
灘・罫．二聡識口tl　n趨、臣脳
暑語主体
現在
語
　～的蓑現
行為要求
　消極的～
　消極的～の蓑環
　積極的～
　積極的～の表境
後置
　～成分
遮蔽
高低
　～2段観
行動発話録音調査
肯定
肯否
　～の応答
　～要求
250
79
78
177
57
227”一238，　238
～を含む文的類型による表現
169
?（）?????》?～481
21，　54一一57，　86
91
87
1oo
55
68
122
119
　　125，　126
　　　　　122
　　　71n－75
　　　　　71
254，　257，　271
　　　　252
　　　　　253
　　　　　29
65，　129一一130
　　　　　65
　　　　209
340
：聲孝交　　　　　　　　　　　　　　　　　5～7，　2G，　137
　～観　　　　　　138～139，141～142
　～における対象　　　　　　 137～138
　～の型　　　16，57，137，138，139～
　　　　　140，　141，　143，　144，　15P．，，
　　　　　168，　176，　176A－248
　～の型（表）　　　　　　　　181～248
　～の型の示し方　　　　　　　　　29！
　～の姿　　　　　　　　　　　　142
　～の整理のしかた　　　　　　　　168
　主語が先行する～　　 188，191，205
　主語が体修語に先行する～　　　180，
　　　　　　　　192，　193，　2e6，　223，
　　　　　　　　226，　234，　243
　主語が醜渦中に先行する～
　　　　　　　　　　　222，　232，　242
　認修語が主語に先行する～
　　　　　　　　　　　　　232，　242
副修語が先行する～
醗修語が体修語に先行する～
　第1回の～小調査
　第2図の～小調査
声の質
語繊の倒錯
ことばの不足
コミュニケーシuソ
～の成立そのものに関する表翼
誤用文
孤立格
再生装置
作業
使役
自己確認
こサ〕行
　　188，　205
180，　184，　213
　　　　159
　　　　160
　　　　252
　　　　　38
　　　　　38
　　　58，　88
　　　　131
　　　　　77
155，　156，　176
??????
指示語
指示謂
　～（＋文末助辞）
事爽の叙述
自然下降
実験的調査
　イントネーシgソの～
68．　79　’
76，　320
　　128
92，　107
　　254
　　　　　　　　27n一．P．8；　261，　326
表現意図に応ずる発話の～　　23，28
　　　　　一一29，　122，　124，　125，　1．P．6
質問
　～形式
　～的形態
　～としk、う匡蟻ミ述
　～の昇調
　～の表現
　省略～交
質問的衷現
68，　107，　133
　　　　120
　　　　　68
　　　　　63
　　　　　63
　　　63，　69
　　　　　63
　　　　　88
　～と結びついたイントネーシaン
　　　　　　　　　　　　　280一一284
実例　　　　　　　　　　　　61
自動詞　　　　　　　　　　　　177
　～・他動詞の区別　　　　　　　　172
　～。他動詞を区溺　　　　　　　169
　～文
糊慣
　個人～
　益会～
終止
　あいまい腕曲な～
　接続助詞～
　特殊な～
修飾
　～機能の違い
　～語
　～成分
176，　181一一200，　200
　　　　　　　55
　　　　　　　　55
　55，　6i一一63，　7e，
　71，　77，　86，　87
　　　　　　　　63
　　　　　　　　62
　　　　　　　　62
　　　　　　　　76
144
70
71
341
　織～成分
　連周～格
終助詞
　～酌用法
　關投性～
　接続助詞由来の～終止交
主格
　～と態象格との区胴
主語
　～が先行する構交
　　　71
　　　71
296，　302
　　　56
　　　66
　　　77
72，　156
　　161
　　　　　　7e，　155，　173，　293一一・324
　　　　　　　　　　188，　191，　205
～が体修語に先行する構交　　　180，
　　　　　　　192，　193，　206，　223，
　　　　　　　226，　234，　243
～が融修語に先行する構交
　　　　　　　　　　222，　232，　242
　～が二つ以上ある場合
　～。体修語…の特徴を袈わして
　　いる辞
　～・体修語…を構成している中
　　心の詞の性質
主・述の関係
主題
　～たる主諮
述語　　　　61，
　～の詞性
　～並列的衷現の一つごとの：交
　～を欠く文
受容看
　一般的～
　個別的～
消極的行為要求（すすめ・精求。
　依頼など）の表現
笑声
情態捌詞
情緒
181
168
168
154
　　　　　　　　157，　173
　　　　　　　　　　169
　　63，　70，　71，　77，　155，
155，　181，　201，　209，　227，
238，　245，　293一一324，　326
　　　　　　　　143一一144
???
?
317
　90
，274
　60
昇調
　tv　1
　一一　2
　質問の～
　交末～
「象徴」
小調査
　第1回の構交～
　繁2画の構文～
省略
　～質問文
　～の表現
　～交
～文由来の憤用による完全な交
　述語～
　丈頭～
　文末～
助詞の誤発
助動詞
　問題になった～
しり下がり音調
資料
　～の取捨選別
　使思した～
推定の表現
数詞
すすめ
正位概
声的受け
声的感動詞
性男lj
　の表現
「節奏」
接続詞
接続助詞
　　　255一一J256，　270
　　　256・一257，　271
　　　　　　　　63
　　　　　　　　113
　　　　　　　　269
　　　　　　　　159
　　　　　　　　160
　　53，　58，　62，　76
　　　　　　63，　65
　　　　　　61n－65
61，　63，　64，　77，　238
　　　　　　　　79
　　　　　76
　　　　　76
　　　　　76
　　　　　38
295t－296，　302
　　　　　173
　　　　　254
　　21”一22
　　　290
　　　103
72，　73，　75
　119，　123
　　　　70
　127，　3．P．0
　90，　292
　　　326
積極的行為要求（いわゆる‘‘命令s’）
　　　　　　　　　　　　　　　318
　　　　　　　　　　　　　　　　269
　　　　　　　　　　　　72，　74，　76．
　　　　　　　　　　　　　　　　55
342
　～藩冬」．ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、62
　～の終助詞的絹法　　　　　　　　56
　～由来の終助詞終止文　　　　　　77
説明要求　　　　　　　　　　　　　69
　～の衷現　　　　　　　　　115，313
選述要求　　　　　　　　　　　　　109
選択要求
　～表現文　　　　　　　　　　　81
　～の表現　　　　　　68～70，114，312
総合
　衷現意図。構文の型・イソトネーシ
　　ョンの型の～としての交型　 15，16
　～的交型
挿入
　～的提題文を含む
　～交を含む文
存続経験
存続
　　　　　　　〔タ〕行
待遇表現
体書
　～的対述修飾格
　～どめ
　～交節
体修格
体量語
8一一10，　325
　　　　67
　　　　80
　　　　80
　　　　94
　　　　94
　　326
　　302
156，　157
　　295
　　298
　　　　　　72，　157，　158，　173，　174
～が主語に先行する僧団　　180，192
　　　　　193，　193，　234，　234，　243
～が先行する構交　　　　　　　191
～ヵミ副修語に先行する構文
　　　　　　　　　　179，　184，　213
～の2つある構文　　　　　　　　179
主語・～……の構成している中
　心の詞の性質　　　　　　　　．168
切語・～・…”の特徴を表わして
　いる辞　　　　　　　　　　168
対述修飽・述の関係　　　　　154，155
対象語　　　　　　　　　　　　173
　～たる主語　　　　　　　　　　　169
　主格と～格との区：別　　　　　　　161
他1・｛包2　　　　　　　　　　　　　177
態の衷現　　　　　　　　　　　　93
対議単位　　　　　　　　　　　　69
卓：立二表現音調　　　　　279，　280，　282，　283，
　　　　　　　　284，　285，　286，　287
　縫寸力日自守～　　　　　　278，　280，　282，　283，
　　　　　　　　284，　285，　286，　287
他動詞
　r－1　169，　177　一一・2　169，　177
　～÷タイ　　　　　　　　　　　　！64
　～十テアル　　　　　　　　　　164
　～一←レル●ラレノレ　　　　　　 168
　自動詞。～の区別　　　　　エ69，172
他動踊躍
　・vl　176，　201tv208，　208
　一一2　276，　209e－227，　227
単位部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　144，　145
単糸屯提示交　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　78
断定のi表現　　　　　　　　　　　　101
断定の様相　　　　　　　　　92，107
遅速　　　　　　　　　　　　　　84
中絶　　　　　　　　　　　　　　38
中断交　　　　　　　　　　　　　77
調査
　イントネーションの実験的～　　261
　構文の小～　　　　　　　　159，16G
　発話の実験的～　　　　　　125，126
　表現意図に応ずる発話の実験的～
　　　　　　　　　　　　　120，　Z24
　～単位　　　　　　　　　　　　144．
緯距　　　　　　　　　　　　　　40
　～型　　　　　　　　　　　　　125
343
　～の表現
陳述
　質「毘という～
　～謝詞
つなぎことば
提示絡
提示の表現
提題文
　～を含む文
程麿捌詞
適当・許容の蓑環
典型
　盗表現の～一覧
伝聞
電話の応対
動詞
　～のついている連部
「ト」の嗣法
当然。義務の表現
倒麗
　～の表現
　～の潮
時の表現
独立格
独立語
独話
　～資料
　　　　　　　〔ナ〕行
「に」格
2段鋤く高低の）
　ねいろ
音色
年齢別
　　　　　　　〔ハ〕行
61，　77，　292，　301，
312，　320
　17，　21一一22，　30
???〜，??【??6
?41
??????の?
????
?????》3
???」????41
???????，〜?70
?03292
0
????
22～
??????
3
発音
　～に切れ旨がない　　　　　　59～60
　短く一気に～される　　　　　　　　59
発言爵　　　　　　　　15，　57，　66，　86，　93，　250
　～の意味　　　　　　　　　　　60
　～の実験酌調査
　～行動
　～資料
　～段落
話しことば
　～。書きことば
　～の交法
話し手
場颪
反切の表現
細叙表現
　　　125，　126
　　　　　　86
　　21一一22，　26
　　　　　250
　　　　　　57
　　　　1e～1王
　　　　11N12
　　　　86，　87
64，　76，　86，　87
　　　131，　133
87，　88，　92，　294
～と結びついた：イントネーション
　　　　　　　　　　　　278一一280
反唱の表現　　　　　　　　　　　　131
反俳文を食む文　　　　　　　　　　 82
判断
　～辞　　　　　　　　　　　64，65
　～への疑念　　　　　　　　　　　107
　～への疑念の蓑現　　　　　　　105
　～未確定　　　　　　　　　　　107
　～未確定の表現　　　　　　　　　1G5
　～未定の表現　　　88，107，108，302
判定要求の表現　　　　　　　112，309
ピッチレコーダー　　　　　　23，263
　～lcよる寵録隊i　　　　　　265～266
否定　　　　　　　　　　　　　130
蓑現意図　　　　　　4A－5，　．9．0，　57，　69’”一86
～とイソFネーーションとの関係
　　　　　　　　　　　　　　275
～とイントネーションとのから
　み合い　　　　　　　　　　　　　　　　286～288
～についての分類　　　　　　　290
344
　～の2類
　～の複合
　一般的ん
　悩別的～
蓑現者
　一般的～
　個別的～
表現の典型
頻発
部
　～の格
87
326
87
87
　　　　　　　　88
　　　　　　　　88
295，　3e5，　3e9，　311．
312，　317，　319，　324
　　　　　　　　97
　　　144，　144一一154
　　　　　154，　255
～の交換された形の構交
～の交換の自由・不自由
～の詞性
～の山回
～の順序が自由であるか隅定し
　ているか
　～の配列
　～連結
　附属的な～
ド付カロ自勺音言周
不可逆性
副1・講2。劉3・謝4
副詞
　～的文を含む交
　～交節
　～の第1類
　～の第2類
　～の第3類
　～的対述修飾格
　～文
　問題になった～
謝語格
副論語
151
326
170
151
168
　　　178－184
　　　　　155
　　　　　146
277，　279，　283，
284，　286，　287
　　　　　71
　　　　　177
72，　73，　293，　295一一296，　302
～が主語に先行する構文
　　　　　　　81
　　　　　　　298
　　　　　　　174
　　　　　　　175
　　　　　　　175
　　　　　　　157
　　245N247，　247
　　　　　　　172
　　　　157，　158
174，　176，　176，　177
　　　　232，　242
～が先行する構文　　　　　188，205
～が体修語に先行する構文
　　　　　　　　　　18e，　184，　213
　～第1類
　～鏡2類
　～繁3類
　～第4類
　～の順序
　～の分類
　先行する～
　晦を表わす～
謝助詞
不整
　～・誤用
　ことぽの～
　～表現
　～文
不定詞
　一般～
　数に関する～
　蕩綱的～
　連体詞的～
部内格
部内連結
部分提示の表現
フPtミ不ソス?
176，　177
176，　177
176，　177
176，　177
　　178
　　169
　　178
　　179
　　170
　　　　　11
　　　　　21
　37t一一40，　64
　　　　　77
115，　32“R’一317
　　　　116
　　　　117
　　　　118
　　　　118
　　155，　156
　　　　155
　　　　　67
　　250，　257
　　　　　15，　20，　43，　56，　5Z　77，
　　　　　83，　84，　85，　86，　250
～認定の基本問題　　　　　　　54
～の意義　　　　　　　　　　　60，87
～のカーle　　　　　　　　　　　45
～の規定　　　　　　　　56，64，7G
～の切り取り方　　　　　　　　　　36
～の緊張体系　　　　　　　　　　　139
～の組み合わせ　　　　　　　　　60
～の構成要素間㊧関係方式　　　154
～の構成要棄の配列　　　　　．　137
345
～の構造　　　　　　　　　　　58
～の成立条件　　　　　　　　　　61
～の選別　　　　　　　　　　　　　37
～の颪接的構成要素　　　　　　140
～の特徴　　　　　　　　　　59
～の認定　　　　　2～4，42，60，325
～蓑現の形式　　　　　　　　　　88
～連結　　　　　　　　　　　155
強いなおし交を含む～　　　　　　　82
引用文を含む～　　　　　　　　　8！
詠嘆～　　　　　　　　　　　　89
応答講～　　　　　　　　　　　77
感動～　　　　　　　　　　　89
感動詞　　　　　　　　　　　77
疑鐸・ij～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　89，　108
くり返し衷現の一一・・つごとの～　　　78
くり返し表現としての文簾また
　は文篤漣結を含む～　　　　　　79
誤用～　　　　　　　　　　　　77
質問～　　　　　　　　　　　　　108
述語を欠く～　　　　　　　　　63
述語並列的表現の一つごとの～　　78・
省田各～　　　　　　　　　　　　　　　　63，　77，　83
省略質問～　　　　　　　　　　　63
省略交由来の慣用による完全な～
　　　　　　　　　　　　　　　79
接続助詞由来の終助詞終止～
選択要求表現～
挿入丈を含む～
挿入的提示文を含む～
単純な～
単純提示～
中断～
提題文を含む～
倒齢～
反囑文を含む～
判断～
??????
　不完全～
　副詞墜下を含む～
　不整～
　丈的要素を含む～
　補充表現としての完全な～
　命令～
交音調
文型
　～とは何か
　～と基本文型
　～研究
　雷語教育の方法としての～
　語の帰法に関する～
　総合的～の試み
　総合的～の立て方
　対話資料による～研究
53，　54，　62，　76，　82
　　81
77，　82
　　79
　　79
89，　le8
　　250
　　　　　　　　　　　42，　57，　86
　　　　　　　　　　　　　13”一15
　　　　　　　　　　　　　18’h－19
　　　　　　　　　　　　　12N18
　　　　　　　　　　　　　14一一15
　　　　　　　　　　　　　13”v14
　　　　　　　　　　　　　　　291
　　　　　　　　　　　　289一一324
　　　　　　　　　　　　　16－v18
表現の種々の場合における～　13～14
　文の構造に関する～
　文法論としての～
文頭
　～のイントネーション．
　～の間投詞
交内成分（提示）
文法
　～体系
　規範～
文法論的考察
交末
13一一14
14・一15
67，　68
　250
　　65
　155
???
523
45
～形式とイントネーションとの
　相関　　　　　　　　　　　　285
～最後部　　　　　　　　　　　93
～述語　　　　　　　　　　　　　ユ43，　155，　168
～述語（の調）　　　　　　　　　142
～述諮と直接に関係を結んでい
　る部　　　　　　　　　　　　150
～述語とは1孤立的関係にある　　150
～助詞　　　　　　　　　　　　181
346．
～部
～のイントネーション
指示詞（十～助辞）
表現意図に応ずる交表現の～部
　分
文脈
並立対等の関係
Fへ」格
平調
変化
ポーズ
放任
補充
　～の表現
　～表現としての完全な交
補足の表現
　　　　　　　〔マ〕行
??
未分イヒ白勺表現
未来
名詞
　～と形容動詞との問題
　聞題になった～
名詞文
命令
命令的表現
14．P．
250
128
　　　　　89
　　　64，　76
154，　155，　155
　　　　　174
252’一255，　270
　　　　　95
　　　84，　253
　　　　　122
　　　　　54
　　　　　75
　　　　　79
　　　79，　80
～と結びついたイソトネーーシ
面接録音調査
交互化
「模写」
もてあまし
問題点のまとめ
　　　　　　　〔ヤ〕行
やや分化した表現
　　　　　7工
88，　292，　32e
　　　　　98
　　　　　238
　　　　　170
　　　　　171
238n－245，　245
　　　　　119
　　　　　109
　　ヨソ
　　283一一284
　　　28一一29
　　　58，　84
　　　　　269
　　　　　97
　　　　　77
88，　293，　320
融含形
よう
様の表現
要求表現
絹言
　～丈簾
　～省略
　悶題になった～
用修格
用修語
呼び掛け
4段観（高低の）
　　　　　147
　　　　　97
88，　108，　305
295t－296，　302
　　　　　299
　　　　　245
　　　　　172
　　　　　72
　　293”一324
　　　　　131
　　　　　253
　　　　　　　〔ラ〕行
例示　　　　　　　　　　　　　　　94
例示経験　　　　　　　　　　　　97
レシーバー　　　　　　　　　　　　58
連体修飾・被修飾の関係　　　　　155
連喪i～　　　　　　　　　　　　　　　　　＝L45～150，　146
　～としたものの一部　　　　　　147
　形容詞のついている～　　　248～149
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